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月
１
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 編
集
  広
報
委
員
会

 印
刷
   南
郡
印
刷 本会議等の録

画映像などは
市議会のＨＰ
で公開してい
ます。

９月２日（火）～９月25日（木）まで開催予定です。
（一般質問は9月9日～12日の４日間の予定です。）

次の議会
定例会は

No.82
令和7年8月

★ 市議会は、受付の名簿に氏名等を記入するだけで傍聴できます。お気軽にお越しください。
★ 市議会に関する情報は佐伯市のホームページから閲覧できます。 佐伯市議会 検索

題字は佐伯豊南高校３年生の
作品です。

６月定例会は６月10日から７月２日までの23日間の会期で開催されました。  Instagram
（インスタグラム）
 ２次元コード

 Ｘ（エックス）
※旧ツイッター
　２次元コード

YouTube
チャンネル
２次元コード

　
５
月
28
日
議
員
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

㈱
廣
瀬
行
政
研
究
所

代
表
の
廣
瀨
和
彦
氏

を
講
師
に
お
迎
え

し
、「
議
会
、
議
員
の

権
限
に
つ
い
て
」、

「
質
問
・
質
疑
の
効

果
的
な
手
法
」
を
テ
ー

マ
に
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
後
の
議
会
活
動

に
役
立
つ
学
び
の
多

い
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
6
月
3
日
、
塩
月

健
治
議
長
か
ら
公
募

に
よ
り
選
任
さ
れ
た

市
議
会
モ
ニ
タ
ー
（
一

般
モ
ニ
タ
ー
）
へ
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
制

度
は
、
議
会
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、

議
会
運
営
に
対
す
る

提
言
や
御
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
議
会
の
見
え
る

化
や
、
議
会
活
動
の

改
善
等
を
図
る
も
の

で
す
。

議
員
研
修
会
を

開
催

議
会
モ
ニ
タ
ー

委
嘱
式

　佐伯豊南高校書道部は３年生、２年生の少人数で
高文連主催の大会や書道パフォーマンスの練習に
励んでいます。
　書道を通して地域に貢献できるよう、これからも
日々の練習を大切に精進いたします。
　よろしくお願い致します。

豊南高校書道部 ３年
　　

大友美夢さん
  　　　

大石歩香さん　　森田虹羽さん

おおとも み  ゆ

おおいしあゆ か もり た にじ は

佐伯豊南高校の書道部の皆さん

表紙の題字の作成者

議会活動を情報発信しています大切な海、

ずっと大切にできる

未来へ

Beach Clean
in

元猿海岸

佐伯豊南高校書道部



　６月 10日から７月２日まで 23日間で開催され、予算議案１件、予算外議案６件、専決処分の報告
１件、請願２件及び意見書案１件が提出されました。
　不採択とされた請願（2025 年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書の請願）を除き、原案の
とおり可決・承認・採択されました。

　　　13億3,232万円
（令和7年度予算総額 441億3,232万円）
選挙年の3月に編成された翌年度の当初予算は “骨格予算”。選挙後に新市長によって
編成される補正予算は “肉付け予算” と呼ばれています。

6月定例会の概要
こんなことを    　　 しました審 議

補正額

一般会計補正予算（第1号）の主な事業

特定地域づくり事業協同組合支援事業 4,563万円新規

経営発展支援事業（地域計画早期実現支援）
　地域農業の将来設計図である地
域計画（地域農業経営基盤強化促
進計画）を早期に実現するため、
将来の地域農業の担い手である新
規農業就労者等に対し、経営発展
に向けた機械・施設等の取得また
はリース、家畜の導入費の取組に
係る費用の一部を助成します。

3,686万円新規

上堅田地域コミュニティセンター整備事業
　老朽化によって建て替
えが必要な上堅田地域コ
ミュニティセンターと、
児童数の増加により面積
が不足している放課後児
童クラブを複合施設とし
て建設します。

7,092万円新規

洪水ハザードマップ
作成事業

　令和3年7月の水防法の一部改正によ
り、洪水浸水想定区域図の対象河川が、住
宅などの防護対象が周辺にある中小河川ま
で拡大されたため、それに対応したハザー
ドマップの作成を行います。

2,403万円

農林水産物の
　　　消費拡大事業

　九州一広い佐伯市の豊かな農林水産物を
PRするため、これまで行ってきた水産業に
特化した消費拡大イベントに農業と林業を
加えた「佐伯市農林水産祭　祭日豊」を開
催します。

943万円
新規

佐伯市ワークトライアル
事業

　市内の事業所等の人手不足を解消するた
めに、市外の短期就労求職者と事業所を
マッチングし、労働力を確保することで就
業を通じた関係人口の創出を図ります。

198万円
新規

フロントヤード
　　　改革推進事業

　住民サービスの向上と行
政事務の効率化を図るた
め、デジタルツールを活用
し、住民と行政の接点であ
る窓口等（フロントヤード）
の改革を進めます。

1,508万円
新規

中学校エアコン整備
事業費

7,510万円
新規総合運動公園

　遊具広場改修事業

　老朽化が進ん
でいる総合運動
公園遊具広場の
改修に向けた調
査を行います。

300万円
新規

▲ 現在の上堅田地域コミュニティセンター

▲ 佐伯市硬式野球団内定式 ▲ 佐伯市硬式野球団

▲ 星の子児童クラブ活動の様子

▲ 現在の総合運動
　 公園遊具

　教育環境の改
善を図るため、
全中学校の特別
教室（理科室等）
にエアコンの整
備を行います。

▲  普通教室に設置され
　 ているエアコン

　特定地域づくり事業協同組合制
度により設立された、佐伯特定地
域づくり事業協同組合※に国・
県・市の財源を活用して財政支援
を行います。
※事業者の労働需要に応じた労働派遣
事業と一般社団法人佐伯市ベース
ボールイノベーション協会による硬
式野球を通じた地域貢献活動を実施
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

葛
港
市
場
の
今
後
に
つ
い
て

意
見
交
換

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
て
審
査

　
請
願
者
に
よ
る
趣
旨
説
明
、
高
司
政
文

紹
介
議
員
か
ら
の
補
足
説
明
後
、
執
行
部

に
意
見
を
求
め
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
向
は
ど
う
か
。

答
弁
　
今
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
協
力
で
き

な
い
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。

　
令
和
４
年
９
月
22
日

　
建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
は
６
月
10

日
に
、
葛
港
市
場
（
公
設
市
場
）
を
訪
問

し
ま
し
た
。
建
物
の
老
朽
化
の
状
況
を
確

認
し
、
市
場
関
係
者
の
方
々
と
、
葛
港
市

場
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し

た
。

　
市
場
関
係
者
か

ら
は
、
公
設
市
場

の
廃
止
方
針
へ
の

諸
課
題
や
、
今
後

の
運
営
に
つ
い

て
、
多
く
の
意
見

を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

請
願

①
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
律

的
経
済
成
長
の
実
現

②
県
内
で
の
労
働
力
確
保
に
つ
な
が
る

地
域
間
格
差
の
是
正

③
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
影

響
の
検
証
、
各
種
支
援
制
度
の
継
続

と
実
効
あ
る
対
策

　
本
会
議
に
て
討
論
・
採
決
の

結
果
、
不
採
択
と
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

件　　名

会　　派
議員氏名 議決

結果

反
　
対
（
●
）

賛
　
成
（
○
）

2025年度大分県最低賃金の改
正等に関する意見書の請願

ゆたかな学びの実現と教職員定数の改善及び
義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

2 19:不採択

原案
可決

議
長〇〇●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

20 1: 議
長〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

さいき会 無会派公明党彗星会一志会 佐伯を
元気にする会

塩

月

健

治

森

川

寿

子

髙

司

政

文

佐

藤

　

元

𦚰

坂

　

豊

後

藤

勇

人

吉

良

栄

三

本

杉

貴

志

池

澤

益

彦

大

野

達

也

冨

松

万

平

井

上

清

三

本

田

房

代

三

浦

　

渉

西

條

隆

洋

廣
津
留
　
龍
　
二

河

野

和

史

染

矢

和

陽

塩

月

将

登

大

﨑

栄

治

河

原

勝

也

梶

川

善

寛

〔議員の表決態度の公表〕 ※賛否が分かれた議案等について掲載しています。
※議長（塩月健治）は、通常の過半数議決には表決権がありません。

反
対
討
論

「
２
０
２
５
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の

　
　
　
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
の
請
願
」

意
見
書

①
教
職
員
定
数
改
善
・
高
等
学
校
で
の

35
人
学
級
の
実
現

②
教
育
費
の
国
庫
負
担
割
合
を
２
分
の

１
へ
復
元
し
、
少
人
数
学
級
推
進
・

複
式
学
級
解
消

　
議
会
の
意
見
書
を
関
係
機
関

へ
提
出
し
ま
し
た
。

「
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
と
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
」

　
賃
金
上
昇
に
は
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
考
え
を
聞
く
べ
き
で

あ
り
、
経
済
団
体
等
と
協
議
し
連
携

が
必
要
。

　
ま
た
、
継
続
的
な
最
低
賃
金
引
き

上
げ
と
そ
の
影
響
の
同
時
検
証
は
困

難
で
あ
る
。
環
境
整
備
を
先
行
し
て

こ
そ
改
善
が
行
わ
れ
る
と
考
え
る
。

梶
川 

善
寛
　議
員

賛
成
討
論

　
こ
の
請
願
は
、
地
域
で
働
く
全
て

の
労
働
者
が
、
安
心
・
安
定
し
た
暮

ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
賃
金
引
き

上
げ
と
企
業
支
援
を
国
に
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　
今
の
物
価
上
昇
に
対
応
し
地
場
企

業
存
続
の
た
め
に
も
、
こ
の
請
願
に

賛
成
す
る
。

森
川 

寿
子
　議
員

４月の選挙で新たなメンバーとなった佐伯市議会。
議員を身近に感じてもらえるよう、22 人の議員プロフィールを紹介します。
議員の人柄が感じられる５つの質問に答えてもらいました。

① 趣味または特技　② 好きな食べ物　③ 苦手なこと（失敗談など）
④ 佐伯市のおすすめスポット　⑤ メッセージやモットー　

議員 プロフィール紹介

質問項目

不
採
択

※ 議席番号順

① 料理（沢山つくる事）
② 美味しいもの全て
③ 人前での挨拶（挨拶は短
く幸せは長く）

④ 青山河川公園
⑤ 当たり前の毎日は奇跡の
連続だ

本田 房代 議員
ほん だ  ふさ よ

① 野菜作り（特にすいか）
② メロン、びわ
③ 酒・焼酎
④ 本匠の大水車
⑤ あなたと、次の佐伯へ

三浦　 渉 議員
 み うら　  わたる

① ウォーキング
② カレー
③ 待つことが苦手
④ 波当津海岸
⑤ 健康一番

大﨑 栄治 議員
おおさき えいじ

① エギング
② 焼肉
③ 人見知りのところがあり
勘違いされる

④ 蒲江の波当津にある「波
当津美術館」

⑤ 佐伯市政において、二元
代表制を大切にしたい。

西條 隆洋 議員
さいじょうたかひろ

① 魚釣り
　 最近行ってないです…
② 納豆 毎日食べてます。
③ 特にはないが、病院で診
察されること。

④ 猪串地区にある「弁天島」
　 天然自然が満喫できる。
⑤ 議会に目を向けてほしい
傍聴にも積極的に参加し
てほしいです。

井上 清三 議員
いのうえ きよ み

① 読書、自然散策
② 刺身、鳥料理
③ 朝が苦手です。高校時代、
よく通学時間のバスに乗
り遅れていました。

④ 本匠山部の佩楯（はいた
て）山

⑤ 初心を忘れずに、全力で
取り組みます。

　 よろしくお願いします。

河原 勝也 議員
かわはら かつや
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

葛
港
市
場
の
今
後
に
つ
い
て

意
見
交
換

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
て
審
査

　
請
願
者
に
よ
る
趣
旨
説
明
、
高
司
政
文

紹
介
議
員
か
ら
の
補
足
説
明
後
、
執
行
部

に
意
見
を
求
め
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
向
は
ど
う
か
。

答
弁
　
今
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
協
力
で
き

な
い
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。

　
令
和
４
年
９
月
22
日

　
建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
は
６
月
10

日
に
、
葛
港
市
場
（
公
設
市
場
）
を
訪
問

し
ま
し
た
。
建
物
の
老
朽
化
の
状
況
を
確

認
し
、
市
場
関
係
者
の
方
々
と
、
葛
港
市

場
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し

た
。

　
市
場
関
係
者
か

ら
は
、
公
設
市
場

の
廃
止
方
針
へ
の

諸
課
題
や
、
今
後

の
運
営
に
つ
い

て
、
多
く
の
意
見

を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

請
願

①
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
自
律

的
経
済
成
長
の
実
現

②
県
内
で
の
労
働
力
確
保
に
つ
な
が
る

地
域
間
格
差
の
是
正

③
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
影

響
の
検
証
、
各
種
支
援
制
度
の
継
続

と
実
効
あ
る
対
策

　
本
会
議
に
て
討
論
・
採
決
の

結
果
、
不
採
択
と
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

件　　名

会　　派
議員氏名 議決

結果

反
　
対
（
●
）

賛
　
成
（
○
）

2025年度大分県最低賃金の改
正等に関する意見書の請願

ゆたかな学びの実現と教職員定数の改善及び
義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

2 19:不採択

原案
可決

議
長〇〇●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

20 1: 議
長〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

さいき会 無会派公明党彗星会一志会 佐伯を
元気にする会

塩

月

健

治

森

川

寿

子

髙

司

政

文

佐

藤

　

元

𦚰

坂

　

豊

後

藤

勇

人

吉

良

栄

三

本

杉

貴

志

池

澤

益

彦

大

野

達

也

冨

松

万

平

井

上

清

三

本

田

房

代

三

浦

　

渉

西

條

隆

洋

廣
津
留
　
龍
　
二

河

野

和

史

染

矢

和

陽

塩

月

将

登

大

﨑

栄

治

河

原

勝

也

梶

川

善

寛

〔議員の表決態度の公表〕 ※賛否が分かれた議案等について掲載しています。
※議長（塩月健治）は、通常の過半数議決には表決権がありません。

反
対
討
論

「
２
０
２
５
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の

　
　
　
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
の
請
願
」

意
見
書

①
教
職
員
定
数
改
善
・
高
等
学
校
で
の

35
人
学
級
の
実
現

②
教
育
費
の
国
庫
負
担
割
合
を
２
分
の

１
へ
復
元
し
、
少
人
数
学
級
推
進
・

複
式
学
級
解
消

　
議
会
の
意
見
書
を
関
係
機
関

へ
提
出
し
ま
し
た
。

「
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
と
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
」

　
賃
金
上
昇
に
は
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
考
え
を
聞
く
べ
き
で

あ
り
、
経
済
団
体
等
と
協
議
し
連
携

が
必
要
。

　
ま
た
、
継
続
的
な
最
低
賃
金
引
き

上
げ
と
そ
の
影
響
の
同
時
検
証
は
困

難
で
あ
る
。
環
境
整
備
を
先
行
し
て

こ
そ
改
善
が
行
わ
れ
る
と
考
え
る
。

梶
川 

善
寛
　議
員

賛
成
討
論

　
こ
の
請
願
は
、
地
域
で
働
く
全
て

の
労
働
者
が
、
安
心
・
安
定
し
た
暮

ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
賃
金
引
き

上
げ
と
企
業
支
援
を
国
に
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　
今
の
物
価
上
昇
に
対
応
し
地
場
企

業
存
続
の
た
め
に
も
、
こ
の
請
願
に

賛
成
す
る
。

森
川 

寿
子
　議
員

４月の選挙で新たなメンバーとなった佐伯市議会。
議員を身近に感じてもらえるよう、22 人の議員プロフィールを紹介します。
議員の人柄が感じられる５つの質問に答えてもらいました。

① 趣味または特技　② 好きな食べ物　③ 苦手なこと（失敗談など）
④ 佐伯市のおすすめスポット　⑤ メッセージやモットー　

議員 プロフィール紹介

質問項目

不
採
択

※ 議席番号順

① 料理（沢山つくる事）
② 美味しいもの全て
③ 人前での挨拶（挨拶は短
く幸せは長く）

④ 青山河川公園
⑤ 当たり前の毎日は奇跡の
連続だ

本田 房代 議員
ほん だ  ふさ よ

① 野菜作り（特にすいか）
② メロン、びわ
③ 酒・焼酎
④ 本匠の大水車
⑤ あなたと、次の佐伯へ

三浦　 渉 議員
 み うら　  わたる

① ウォーキング
② カレー
③ 待つことが苦手
④ 波当津海岸
⑤ 健康一番

大﨑 栄治 議員
おおさき えいじ

① エギング
② 焼肉
③ 人見知りのところがあり
勘違いされる

④ 蒲江の波当津にある「波
当津美術館」

⑤ 佐伯市政において、二元
代表制を大切にしたい。

西條 隆洋 議員
さいじょうたかひろ

① 魚釣り
　 最近行ってないです…
② 納豆 毎日食べてます。
③ 特にはないが、病院で診
察されること。

④ 猪串地区にある「弁天島」
　 天然自然が満喫できる。
⑤ 議会に目を向けてほしい
傍聴にも積極的に参加し
てほしいです。

井上 清三 議員
いのうえ きよ み

① 読書、自然散策
② 刺身、鳥料理
③ 朝が苦手です。高校時代、
よく通学時間のバスに乗
り遅れていました。

④ 本匠山部の佩楯（はいた
て）山

⑤ 初心を忘れずに、全力で
取り組みます。

　 よろしくお願いします。

河原 勝也 議員
かわはら かつや
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① 趣味または特技　② 好きな食べ物　③ 苦手なこと（失敗談など）
④ 佐伯市のおすすめスポット　⑤ メッセージやモットー　

議員プロフィール紹介
質問項目

① 映画鑑賞、読書、陶芸。
② 魚料理と鶏の唐揚げ
③ 早口言葉、滑舌。明瞭に伝
える努力を日々重ねてい
ます。

④ 空の公園の四季折々の絶
景。元越山の360度の展
望。

⑤ 「暮らし続けたい佐伯」を
皆様と共に創り上げてい
きます。

冨松 万平 議員
とみまつまんぺい

① ピアノ・ゴルフ
② 蕎麦
③ ダイエット
④ 福泊の三ツ石
⑤ 楽しい佐伯市をつくりま
しょう！！

本杉 貴志 議員
もとずぎ たか し

① 映画鑑賞・研究
② とり天
③ 方向音痴で初めて行った
ところは大体迷う。

④ 佐伯市全土から見える、
星屑満点の夜空

⑤ 市民の皆様からの小さな
声を市政に届けます。変
えてはいけないものは守
り、変えなければいけな
いことは積極的に変えて
いきます。脇坂　豊 議員

わきさか   ゆたか

① 野球、ソフトボール、ゴル
フ  

② ラーメン
③ お酒
④ 鶴御埼灯台
⑤ 地域のためにがんばりま
す。

廣津留 龍二 議員
ひろ つ る　りゅうじ

① いろんなことに手を付け
る（多趣味）ので決められ
ない

② 嫌いなものがない
③ 失敗談が多すぎて語り尽
くせない。

④ 佐伯市はおいしい飲食店
が多く、魅力ある地域も
多く迷います。

⑤ 市民の願いをよく聴き、
行動し、柔軟な発想で市
に提案していきます。髙司 政文 議員

たか じ  まさふみ

① なし
② なんでも食べる
③ 特になし
④ 西浜にある、巨大壁画
　 佐伯州浜竜宮図
⑤ なし 

佐藤　 元 議員
 さ とう　  はじめ

① 料理、自転車・バイク、庭いじり
など。ちなみに犬派です

② 海辺出身なので「小あじの丸干
し」や「にいなのちらし寿司」
「くじゃく」など海産系
③ 禁煙です。趣味と言われるほど
禁煙チャレンジをしてきまし
た。7年続いた禁煙も破った実
績あり。今は10年以上禁煙が続
いています…

④ 鶴御崎です！水平線が丸く見
えます？

⑤ 好きな言葉は「雨垂れ石をも穿
つ」です。こつこつ佐伯市の地
域振興の一助となるよう一所
懸命頑張ります！池澤 益彦 議員

いけざわますひこ

① 演奏旅行が好きです。
② とうきびが美味しいです。
③ 自分アピールが苦手です。
④ 伏野の高台がお気に入り
です。

　 いせいせいめい
⑤ 為政清明であるよう頑張
ります。

吉良 栄三 議員
 き  ら　えいぞう

① ネットショッピング、
　 サッカー
② ピザ、焼き鳥
③ 歌を歌うこと（音痴です） 
④ 巨大なカブトムシのモ
ニュメント（直川）  藤河
内渓谷（宇目） 

⑤ 小さなことからコツコツ
と積み上げて  さいきを
変えていきたいです。

後藤 勇人 議員
 ご とう ゆう と

① 映画・アニメ鑑賞 直感と、
目に見えない“サイン”を感
じること

② グリーンカレー
③ 早口や、一方的な話し方が
苦手。 内容をうまく理解で
きないです。 丁寧に話して
もらえると助かります。

④ 沢山ありすぎる 特に自然
⑤ 議会や市政に興味を持ち
たくなるように活動して
いきます！森川 寿子 議員

もりかわ ひさこ

① ランニング、ゴルフ
② 刺身、焼き鳥、焼肉
③ 高所恐怖症
④ 城山からの景色と番匠川
沿いの景色

⑤ 人と話すのが好きなの
で、見かけたら気軽に声
をかけてください。

染矢 和陽 議員
そめ や  かずあき

① 写真と和太鼓を練習中
② チーズハンバーグ
③ おしゃべり（笑）
人数が多いと、話し出す
タイミングが分からず、
いつの間にか聞き上手に
なってます。

④ 佐伯城跡、大入島、進水式
⑤ 議員を見かけましたら、
お声かけください。喜び
ます。

大野 達也 議員
おお の　たつ や

① ゴルフ 休日はゴルフ番
組を視聴している。

② とんかつ、魚（何でも）
③ 花の名前を覚えること
　 花が好きな妻から花の名
前を教わってもすぐ忘れ
てしまう。

④ 高平展望公園 素晴らし
い海景色が望めます。

⑤ 皆さまの「声をカタチに」
をモットーに日々努力し
ていきます。塩月 健治 議員

しおつき けんじ

① ラップ
② 佐伯ラーメンと佐伯で獲
れた新鮮な魚

③ お酒との付き合い方
　 お酒を飲んでの失敗談は
数え切れません。

④ 夏の蒲江の元猿海水浴場
⑤ このたび、佐伯市会議員
として新たな一歩を踏み
出しました。まだまだ未
熟ですが、皆さんの声に
耳を傾け、気づきと意識
を大切にしながら一歩ず
つ前に進んでいきたいと
思っています。塩月 将登 議員

しおつき まさと

① 韓流ドラマ鑑賞、トレー
ニング、マッサージ 

② 寿司
③ 口喧嘩 一般質問で討論べ
ただと再確認。修行します。

④ 馬場の松  
⑤ 「佐伯を愛する人を増や
したい」というスローガ
ンのもと、「学び、働き、暮
らし」の一層の充実に向
け、一生懸命頑張ります。
市民の皆様の多くの意見
を聞かせてください。

河野 和史 議員
かわの　かずふみ

① 料理
② お酒・刺身・ラーメン・カ
レー・唐揚げ

③ 歌（前職のフリー時代に
オープニングで歌って苦
情の電話が入った）

④ 岸河内や本匠の清流で泳
ぐ。番匠川や暁嵐の滝で
の生き物探し。魚介類や
個性ある佐伯ラーメン。

⑤ 「創意と工夫」。無いもの
を嘆くのではなくて、創
り出す意欲を持ち足りな
いものを補う工夫をして
いきたいです。梶川 善寛 議員

かじかわ よしひろ
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① 趣味または特技　② 好きな食べ物　③ 苦手なこと（失敗談など）
④ 佐伯市のおすすめスポット　⑤ メッセージやモットー　

議員プロフィール紹介
質問項目

① 映画鑑賞、読書、陶芸。
② 魚料理と鶏の唐揚げ
③ 早口言葉、滑舌。明瞭に伝
える努力を日々重ねてい
ます。

④ 空の公園の四季折々の絶
景。元越山の360度の展
望。

⑤ 「暮らし続けたい佐伯」を
皆様と共に創り上げてい
きます。

冨松 万平 議員
とみまつまんぺい

① ピアノ・ゴルフ
② 蕎麦
③ ダイエット
④ 福泊の三ツ石
⑤ 楽しい佐伯市をつくりま
しょう！！

本杉 貴志 議員
もとずぎ たか し

① 映画鑑賞・研究
② とり天
③ 方向音痴で初めて行った
ところは大体迷う。

④ 佐伯市全土から見える、
星屑満点の夜空

⑤ 市民の皆様からの小さな
声を市政に届けます。変
えてはいけないものは守
り、変えなければいけな
いことは積極的に変えて
いきます。脇坂　豊 議員

わきさか   ゆたか

① 野球、ソフトボール、ゴル
フ  

② ラーメン
③ お酒
④ 鶴御埼灯台
⑤ 地域のためにがんばりま
す。

廣津留 龍二 議員
ひろ つ る　りゅうじ

① いろんなことに手を付け
る（多趣味）ので決められ
ない

② 嫌いなものがない
③ 失敗談が多すぎて語り尽
くせない。

④ 佐伯市はおいしい飲食店
が多く、魅力ある地域も
多く迷います。

⑤ 市民の願いをよく聴き、
行動し、柔軟な発想で市
に提案していきます。髙司 政文 議員

たか じ  まさふみ

① なし
② なんでも食べる
③ 特になし
④ 西浜にある、巨大壁画
　 佐伯州浜竜宮図
⑤ なし 

佐藤　 元 議員
 さ とう　  はじめ

① 料理、自転車・バイク、庭いじり
など。ちなみに犬派です

② 海辺出身なので「小あじの丸干
し」や「にいなのちらし寿司」
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いけざわますひこ
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② とうきびが美味しいです。
③ 自分アピールが苦手です。
④ 伏野の高台がお気に入り
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　 いせいせいめい
⑤ 為政清明であるよう頑張
ります。

吉良 栄三 議員
 き  ら　えいぞう

① ネットショッピング、
　 サッカー
② ピザ、焼き鳥
③ 歌を歌うこと（音痴です） 
④ 巨大なカブトムシのモ
ニュメント（直川）  藤河
内渓谷（宇目） 

⑤ 小さなことからコツコツ
と積み上げて  さいきを
変えていきたいです。

後藤 勇人 議員
 ご とう ゆう と

① 映画・アニメ鑑賞 直感と、
目に見えない“サイン”を感
じること

② グリーンカレー
③ 早口や、一方的な話し方が
苦手。 内容をうまく理解で
きないです。 丁寧に話して
もらえると助かります。

④ 沢山ありすぎる 特に自然
⑤ 議会や市政に興味を持ち
たくなるように活動して
いきます！森川 寿子 議員

もりかわ ひさこ

① ランニング、ゴルフ
② 刺身、焼き鳥、焼肉
③ 高所恐怖症
④ 城山からの景色と番匠川
沿いの景色

⑤ 人と話すのが好きなの
で、見かけたら気軽に声
をかけてください。

染矢 和陽 議員
そめ や  かずあき

① 写真と和太鼓を練習中
② チーズハンバーグ
③ おしゃべり（笑）
人数が多いと、話し出す
タイミングが分からず、
いつの間にか聞き上手に
なってます。

④ 佐伯城跡、大入島、進水式
⑤ 議員を見かけましたら、
お声かけください。喜び
ます。

大野 達也 議員
おお の　たつ や

① ゴルフ 休日はゴルフ番
組を視聴している。

② とんかつ、魚（何でも）
③ 花の名前を覚えること
　 花が好きな妻から花の名
前を教わってもすぐ忘れ
てしまう。

④ 高平展望公園 素晴らし
い海景色が望めます。

⑤ 皆さまの「声をカタチに」
をモットーに日々努力し
ていきます。塩月 健治 議員

しおつき けんじ

① ラップ
② 佐伯ラーメンと佐伯で獲
れた新鮮な魚

③ お酒との付き合い方
　 お酒を飲んでの失敗談は
数え切れません。

④ 夏の蒲江の元猿海水浴場
⑤ このたび、佐伯市会議員
として新たな一歩を踏み
出しました。まだまだ未
熟ですが、皆さんの声に
耳を傾け、気づきと意識
を大切にしながら一歩ず
つ前に進んでいきたいと
思っています。塩月 将登 議員

しおつき まさと

① 韓流ドラマ鑑賞、トレー
ニング、マッサージ 

② 寿司
③ 口喧嘩 一般質問で討論べ
ただと再確認。修行します。

④ 馬場の松  
⑤ 「佐伯を愛する人を増や
したい」というスローガ
ンのもと、「学び、働き、暮
らし」の一層の充実に向
け、一生懸命頑張ります。
市民の皆様の多くの意見
を聞かせてください。

河野 和史 議員
かわの　かずふみ

① 料理
② お酒・刺身・ラーメン・カ
レー・唐揚げ

③ 歌（前職のフリー時代に
オープニングで歌って苦
情の電話が入った）

④ 岸河内や本匠の清流で泳
ぐ。番匠川や暁嵐の滝で
の生き物探し。魚介類や
個性ある佐伯ラーメン。

⑤ 「創意と工夫」。無いもの
を嘆くのではなくて、創
り出す意欲を持ち足りな
いものを補う工夫をして
いきたいです。梶川 善寛 議員

かじかわ よしひろ
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代表・
一般質問
代表質問６月17日
一般質問６月18、19、20日

※代表・一般質問の掲載について
　代表・一般質問の記事は、議員の
責任において、本人が質問・答弁の
原稿を作成しています。その内容に
相違がないときは原則として原文の
まま掲載しています。
　なお、代表・一般質問の掲載順序
は紙面の都合上、質問順とは異なり
ます。

※各議員の質問は２次
元コードからご覧に
なれます。

質  問  者 質　問　の　要　旨

・冨髙新市長の市政運営方針と優先課題について

・三つの柱の施策について
・佐伯市役所の改革について

・冨髙市長の施政方針について

・冨髙市長の政治姿勢について

・３つの政策の柱について
・佐伯市の未来ビジョンについて
・学校給食費の無償化について
・中学校部活動の地域移行（文化部）について
・本匠小中学校の「茶育」を発展させた国際交流について
・災害と福祉について
・市政の継続について
・建築基準法及び建築物省エネ法の完全施行について
・教育と福祉の充実について
・命を守る防災政策について

・佐伯市の事業承継への取組について

・地域コミュニティ協議会について
・市内高校の現状と生徒確保に向けた市の取組について
・ふるさと納税確保のための取組及び移住支援について

・連携中枢都市圏構想に位置づけの「大分都市広域圏」加入について

・コミュニティバスの運行について
・熱中症対策について
・介護分野における特定技能・技能実習生の雇用支援について
・物価高騰対策について
・防災対策について
・道路整備について
・建設発生土処理場新設事業について
・運転免許自主返納に対する支援について
・公共施設のトイレについて
・教育環境の充実について
・教職員の働き方改革について
・さいき城山桜ホール運営委員会補助金について
・番匠川河口橋の進捗状況について
・小半鍾乳洞について
・ウォーカブルなまちづくりについて
・道路の愛称について
・特別支援教育について
・非認知能力の育成について
・地域公共交通について
・閉園した市立幼稚園について
・観光行政における今後について
・福祉の総合相談窓口について
・佐伯市医師会立佐伯准看護学院の今後について

佐伯を元気にする会
西條　隆洋
公明党

後藤　勇人
さいき会
冨松　万平
彗星会

吉良　栄三
一志会

梶川　善寛

河原　勝也

髙司　政文

本田　房代

池澤　益彦

河野　和史

井上　清三

𦚰坂　　豊

佐藤　　元

本杉　貴志

森川　寿子

三浦　　渉

大野　達也

塩月　将登

廣津留龍二

染矢　和陽
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新
市
長
が
掲
げ
る
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
問
う
。

	

　
基
本
的
に
は
第
２
次
佐
伯
市
総
合
計
画
の
政
策

を
継
承
す
る
。

	

　
市
民
参
加
型
の
市
政
運
営
へ
の
姿
勢
に
つ
い
て

問
う
。

	

　
誰
も
が
市
政
に
声
を
届
け
ら
れ
る
環
境
や
市
民

の
声
を
聴
く
機
会
を
作
る
。

	

　
職
員
へ
の
指
示
と
行
政
改
革
に
つ
い
て
問
う
。

	

　
職
員
に
は
「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
姿
勢
を
常

に
意
識
す
る
よ
う
に
伝
え
て
あ
る
。

	

　
市
政
の
継
続
性
と
評
価
の
見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

	

　
「
さ
い
き
７
つ
の
創
生
」
を
各
分
野
に
お
い
て

積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

見
直
し
や
改
善
は
、
市
民
の
声
を
聴
き
、
柔
軟
に

対
応
す
る
。

	

　
地
域
間
格
差
や
人
口
減
少
へ
の
対
応
姿
勢
に
つ

い
て
問
う
。

	

　
各
種
補
助
金
の
交
付
に
よ
り
移
住
促
進
を
す
る

取
り
組
み
に
加
え
、
移
住
者
交
流
会
を
山
間
部
で

開
催
す
る
な
ど
、
相
互
の
関
係
性
を
深
め
る
移
住

後
の
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
い
る
。

問答問答問答問答問答

	

　
教
育
の
充
実
と
「
佐
伯
を
つ
な
ぐ
人
」
を
育
て

る
施
策
と
は
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
「
明
日
も

行
き
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
づ
く
り
や
教
育

環
境
の
整
備
と
教
育
に
携
わ
る
方
々
へ
の
支
援
は
。

 	

　
未
来
を
担
っ
て
い
く
人
材
で
あ
る
「
佐
伯
を
つ

な
ぐ
人
」
の
育
成
は
、
子
ど
も
と
地
域
と
産
業
が

つ
な
が
る
「
ふ
る
さ
と
産
業
教
育
」
の
充
実
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
活
性
化
に
よ
る
人
材
育

成
、
性
別
に
関
係
な
く
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
の
推
進
、
佐
伯
市
民
大
学
「
令

和
四
教
堂
」
の
充
実
等
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
児

童
生
徒
が
「
明
日
も
行
き
た
い
」
と
思
え
る
環
境

整
備
を
進
め
る
た
め
に
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る

「
表
現
教
育
」
の
推
進
。
地
場
産
物
や
有
機
食
材

を
活
用
し
た
学
校
給
食
を
通
じ
た
食
育
の
更
な
る

推
進
。
近
年
の
猛
暑
か
ら
児
童
生
徒
を
守
る
た
め

に
、
本
年
度
、
全

中
学
校
の
特
別
教

室
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
進
め
る
。
ま

た
、
教
育
に
携
わ
る

方
々
へ
の
支
援
は
、

部
活
動
の
地
域
移

行
の
推
進
な
ど
の

取
り
組
み
に
よ
り
、

教
職
員
の
負
担
軽

減
を
進
め
て
い
く
。

問答

	

　
冨
髙
市
長
が
市
長
を
め
ざ
し
た
動
機
と
政
治
家

と
し
て
の
原
点
を
問
う
。

	

　

こ
れ
ま
で
32
年
間
、
福
祉
の
現
場
で
多
く
の

方
々
と
手
を
取
り
合
い
、
笑
顔
で
つ
な
が
っ
て
き

た
。
平
成
５
年
に
立
ち
上
げ
た
「
つ
る
お
か
子
ど

も
の
家
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
愛
さ
れ

健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
め
ざ
し
て
活
動
を
続
け
て

き
た
が
、
今
日
、
子
ど
も
や
大
人
を
取
り
巻
く
環

境
に
は
様
々
な
生
き
づ
ら
さ
や
困
難
が
増
え
て
い

る
。
佐
伯
に
住
む
市
民
の
皆
様
が
、
生
き
が
い
を

持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
作
り
た
い
。

そ
の
強
い
思
い
が
、佐
伯
市
長
の
道
へ
と
導
い
た
。

　
　
　

政
治
家
と
し
て
の
原
点
は
、
教
師
、
福
祉
の

現
場
で
の
経
験
、
佐
伯
市
議
会
議
員
と
し
て
の
経

験
、
そ
の
全
て
に
あ
る
。
特
に
「
つ
る
お
か
子
ど

も
の
家
」
で
の
経
験
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

穏
や
か
な
成
長
に
は
地
域
全
体
の
支
え
が
不
可
欠

だ
と
強
く
実
感
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
や
子
育

て
家
庭
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る

方
々
、
若
者
、
地
場
産
業
を
支
え
る
全
て
の
人
々

が
佐
伯
で
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環

境
を
整
え
る
に
は
、
個
別
の
活
動
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
所
信
表
明
で

掲
げ
た
３
つ
の
政
策
も
こ
の
思
い
に
基
づ
い
て
い

る
。

　
　
　

３
つ
の
政
策
を
相
互
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、佐
伯
市
全
体
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
い
。

こ
う
い
う
思
い
が
、
佐
伯
市
長
を
め
ざ
し
た
動
機

で
あ
る
。

問答

佐
伯
を
元
気
に
す
る
会
　
西
條 

隆
洋

公
明
党
　
後
藤
　
勇
人

さ
い
き
会
　
冨
松
　
万
平

冨
髙
市
政
で
佐
伯
は

ど
う
変
わ
る
の
か
？

「
明
日
も
行
き
た
い
」
を

目
指
し
て
！

市
長
の
政
治
家
と
し

て
の
原
点
は
？

▲ 7 月 5 日開催「令和四教堂」にて
　 聴講する高校生
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▲ 茶摘み体験の様子

	

　
佐
伯
駅
・
港
周
辺
エ
リ
ア
の
活
性
化
と
、
葛
港

市
場
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

	

　
佐
伯
駅
・
港
エ
リ
ア
周
辺
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
重
点
エ
リ
ア
と
位
置
付
け
、
市
街
地
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
「
海
を
感
じ
、
遊
び
た
く

な
る
港
町
」
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。
葛
港
市
場

に
つ
い
て
は
、
公
設
市
場
の
廃
止
は
堅
持
し
つ
つ

も
、
廃
止
時
期
に
つ
い
て
は
更
な
る
議
論
が
必
要

と
捉
え
、
市
場
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

	

　
現
在
は
副
市
長
が
不
在
の
状
況
と
な
っ
て
い
る

が
、
副
市
長
の
体
制
、
役
割
、
処
遇
等
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

	

　
佐
伯
市
は
九
州
一
の
広
大
な
面
積
を
有
す
る
自

治
体
で
あ
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
伴

い
、
行
政
需
要
は
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
で
、
市
政
を
円
滑
に
推
進
す
る

た
め
に
も
副
市
長
は
２
人
制
が
必
要
と
判
断
し
て

い
る
。
市
長
の
め
ざ
す
市
政
実
現
の
サ
ポ
ー
ト
と

職
員
の
事
務
執
行
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
、
市
民

企
業
や
各
種
団
体
等
の
連
携
を
強
固
に
し
て
い
く

役
割
を
担
う
。
人
選
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
２
人
の

副
市
長
に
は
市
政
の
中
枢
を
担
う
重
要
な
役
職
と

し
て
、
交
渉
能
力
や
企
画
力
、
遂
行
能
力
な
ど
を

総
合
的
に
考
慮
し
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

	

　
市
長
が
掲
げ
る
「
教
育
と
福
祉
の
充
実
」「
命

を
守
る
防
災
」「
地
場
産
業
の
育
成
と
活
性
化
」

と
い
う
３
つ
の
政
策
の
柱
が
も
た
ら
す
佐
伯
市
の

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

	

　
こ
の
３
つ
の
重
点
施
策
か
ら
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

と
も
い
う
べ
き
「
３
つ
の
基
本
的
方
向
性
」
を
掲

げ
共
通
認
識
と
し
て
各
施
策
を
推
進
す
る
。

　
　
　

１
点
目
は
「
誰
も
が
挑
戦
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」。
性
別
や
世
代
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
挑
戦

し
活
躍
で
き
る
可
能
性
と
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
、

若
者
や
女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
環

境
整
備
を
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

２
点
目
に
「
誰
も
が
お
互
い
を
尊
重
す
る
ま

ち
づ
く
り
」。
市
民
一
人
一
人
の
思
い
や
考
え
は

違
っ
て
当
た
り
前
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
佐
伯
市

の
実
現
に
は
、
市
民
が
お
互
い
に
尊
重
し
合
う
ま

ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
誰
も

が
気
軽
に
市
政
に
声
を
届
け
ら
れ
る
環
境
や
、
私

が
市
民
の
声
を
聴
く
機
会
を
つ
く
る
。

　
　
　

３
点
目
は
「
誰
も
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」。

地
域
課
題
の
解
決
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
・
企

業
・
団
体
な
ど
に
加
え
、
他
の
自
治
体
や
市
外
の
企

業
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
全
て
の
方
々
と
の
連
携
を
深
め
、「
誰

も
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
。

　
　
　

こ
の
３
つ
の
基
本
的
方
向
性
を
共
通
認
識
と

し
て
、
各
施
策
を
相
互
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
効

果
的
に
推
進
さ
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

問答

	

　
本
匠
小
・
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
探
求
学
習

「
茶
育
」
を
発
展
さ
せ
て
、「
教
育
旅
行
」
な
ど
の

国
際
交
流
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

	

　
ま
ず
は
、
諸
外
国
の
方
々
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等

を
通
じ
て
お
互
い
が
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
理
解
し

合
う
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

	

　
本
匠
の
子
ど
も
達
が
、
地
域
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
主
体
的
に
取
り
組
み
発
展
さ
せ
て
き

た
「
茶
育
」
の
学
習
。
ま
た
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ス
テ
ー
ジ
に
押
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

ま
で
と
は
異
な
る
気
づ
き
や
人
間
形
成
に
大
き
く

寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
。

	

　
本
匠
小
・
中
学
校
は
、
来
年
度
か
ら
小
規
模
特

認
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
特
色
の
あ
る
教
育

活
動
も
必
要
と
考
え
る
。
今
す
ぐ
に「
教
育
旅
行
」

ま
で
展
開
す
る
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後
、
子
ど

も
達
が
希
望
の
持
て
る
一
つ
の
大
き
な
目
標
と
し

て
設
定
し
た
い
。

問答問答

彗
星
会
　
吉
良
　
栄
三

一
志
会
　
梶
川
　
善
寛

河
原
　
勝
也

聞
か
せ
て
！
市
長
の

思
い
や
意
気
込
み
を

市
長
の

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

本
匠
小
・
中
学
校
の
「
茶
育
」

学
習
を
国
際
交
流
の
ス
テ
ー
ジ
へ
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▲ 「さいき創生人材育成基金」充当事業の
表現教育を通じた人間力育成支援事業

	

　
建
築
基
準
法
及
び
省
エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、
本

年
４
月
１
日
よ
り
完
全
施
行
さ
れ
た
。
設
計
者
及

び
建
築
業
者
、
市
民
へ
の
影
響
を
問
う
。

	

　
設
計
者
は
、
構
造
関
係
図
書
の
提
出
義
務
や
省

エ
ネ
基
準
適
合
の
関
係
図
書
作
成
も
追
加
さ
れ
、

業
務
が
増
加
し
て
い
る
。
建
築
業
者
は
、
断
熱
材

等
の
必
須
化
に
よ
り
、
技
術
取
得
や
施
工
管
理
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
建
築
主
は
、
設
計
費
や
工

事
費
等
の
増
加
に
加
え
、
申
請
手
続
き
や
工
事
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
省
エ
ネ
に
よ
る
光

熱
費
の
節
減
は
期
待
で
き
る
。

	

　
法
改
正
は
空
き
家
の
改
修
ま
で
対
象
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
費
用
面
か
ら
放
置
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
一
方
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
お
け
ば
、
大
規
模

災
害
時
に
は
「
み
な
し
仮
設
住
宅
」
と
し
て
の
利

用
が
考
え
ら
れ
る
。
空
き
家
の
所
有
者
は
管
理
し

て
お
け
ば
、
家
賃
収
入
が
得
ら
れ
、
そ
の
後
被
災

者
が
定
住
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
被
災
者
は
、
事

前
に
避
難
先
を
確
保
す
る
契
約
を
結
ん
で
お
け
ば

す
ぐ
に
入
居
で
き
る
。
佐
伯
市
も
、
仮
設
住
宅
の

場
所
探
し
や
建
設
す
る
費
用
等
が
省
け
る
。
空
き

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
及
び
事
前
復
興
計
画
と
し

て
の
み
な
し
仮
設
住
宅
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

	

　
新
た
な
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
考
え
て

い
な
い
が
、
み
な
し
仮
設
住
宅
は
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
、
国
と
連
携
し
て
対
応
す
る
。

問答問答

	

　
若
者
を
支
え
る
た
め
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
現

在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
さ
い
き
創
生
人
材
育
成

基
金
」
５
億
円
の
原
資
を
使
い
切
っ
た
後
、
新
た

な
「
人
材
育
成
基
金
」
を
創
設
す
る
と
い
う
考
え

は
な
い
か
問
う
。

	

　
「
さ
い
き
創
生
人
材
育
成
基
金
」
は
、
さ
い
き

創
生
に
つ
な
が
る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
個

人
か
ら
の
寄
附
金
を
原
資
に
設
置
し
た
も
の
で
あ

る
。
令
和
７
年
度
は
、
奨
学
金
の
返
済
を
交
付
の

申
請
か
ら
９
年
間
支
援
し
市
内
就
労
を
促
す
「
さ

い
き
創
生
人
材
奨
学
支
援
事
業
補
助
金
」
ほ
か
６

つ
の
事
業
に
充
当
し
、
16
年
度
に
基
金
を
使
い
切

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

新
た
な
「
人
材
育
成
基
金
」
の
創
設
に
つ
い

て
は
現
在
考
え
て
い
な
い
が
、「
さ
い
き
創
生
人

材
奨
学
支
援
事

業
補
助
金
」
に

つ
い
て
は
本
市

へ
の
定
住
や
地

元
就
職
に
一
定

の
効
果
が
あ
る

た
め
、
新
た
な

仕
組
み
を
他
部

署
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

問答

髙
司
　
政
文

本
田
　
房
代

建
築
基
準
法
等
の
改
正
と

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を

問
う

新
た
な「
人
材
育
成
基
金
」

を
創
設
し
て
は
？

	

　
「
事
業
承
継
」
は
働
く
場
の
確
保
の
点
で
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
の
統
計
で
は

平
成
23
年
か
ら
令
和
3
年
ま
で
の
10
年
間
で
事
業

者
数
が
約
2
割
も
激
減
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

6
年
に
大
分
県
で
休
業
・
解
散
し
た
事
業
者
の
約

7
割
は
黒
字
企
業
で
あ
る
。
事
業
承
継
に
掛
か
る

市
の
取
り
組
み
で
不
足
し
て
い
る
点
を
問
う
。

	

　
佐
伯
市
に
お
け
る
事
業
承
継
の
ハ
ブ
機
能
と
し

て
、
大
分
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

と
協
業
し
て
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

一
方
で
、
事
業
承
継
に
関
す
る
事
業
者
向
け

の
啓
蒙
活
動
や
、
研
修
等
を
通
じ
て
職
員
の
ス
キ

ル
を
高
め
る
取
り
組
み
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
つ
な
ぐ
組
織
体
制
の
構
築
な

ど
、
更
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

	

　
第
２
次
佐
伯
市
総
合
計
画
や
、
ま
ち･

ひ
と･

し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
へ
、
事
業
承
継
の
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
な
い
。
結
果
と
し
て
、
佐
伯
市
の
事
業
承
継
の
取
り

組
み
も
弱
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
い
て
は
、

第
三
次
総
合
計
画
等
を
作
成
す
る
際
に
、
事
業
承
継
へ

の
取
り
組
み
を
盛
り
込
む
意
向
が
あ
る
の
か
。

	

　
第
３
次
佐
伯
市
総
合
計
画
や
、
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
際
に
は
、
事

業
承
継
に
つ
い
て
の
現

状
と
課
題
を
踏
ま
え
た

取
り
組
み
を
掲
載
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

池
澤
　
益
彦

佐
伯
市
の
事
業
承
継
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▲ 「事業承
継に関わる
佐伯市 HP」
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人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
行
政
区

個
々
の
弱
体
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、　
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、

市
は
区
の
再
編
ま
で
考
え
て
い
る
の
か
。

	

　
原
則
は
地
域
で
暮
ら
す
住
民
が
そ
の
生
活
の
実

情
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

	

　
協
議
会
の
活
動
が
活
発
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
が
図
ら
れ
る
か
。

	

　
地
域
住
民
と
行
政
の
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
連
携
し
て
住
民
自
治
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
が
図
ら
れ
る
可

能
性
は
あ
る
と
考
え
る
。「
住
民
の
、住
民
に
よ
る
、

住
民
の
た
め
の
地
域
づ
く
り
」
と
い
う
意
識
を
醸

成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　	

　
既
存
の
組
織
の
ま
ま
で
協
議
会
を
運
営
し
た
場

合
の
課
題
と
解
決
策
は
。

	

　
既
存
団
体
同
士
、
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
と
の
取
り
組
み
が
重
複
し
て
い
る
場
合
に

は
、
話
し
合
い
に
よ
り
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
地
域
活
動
を
持

続
可
能
な
取
り
組
み
と
す
る
た
め
に
は
、
人
材
発

掘
、
人
材
育
成
の
仕
組
み
を
各
地
域
で
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問答問答問答

	

　
国
は
、「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」
と
し
て
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
で
も
、
地
域
を
活
性

化
し
、
経
済
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
、
国
民
が

安
心
し
て
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
近
隣

の
市
町
村
と
連
携
し
、
経
済
成
長
の
け
ん
引
、
高

次
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
及
び
生
活
関
連
機
能

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
行
い「
活
力
あ
る
社
会
経
済
」

を
維
持
す
る
政
策
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に

連
動
し
、
大
分
県
で
は
、
大
分
市
を
中
心
と
し
た

７
市
１
町
で
「
大
分
都
市
広
域
圏
」
が
設
置
さ
れ

た
が
、
佐
伯
市
は
、
議
会
か
ら
再
三
の
提
言
も
む

な
し
く
、
制
度
に
参
加
・
加
入
し
て
な
い
。
平
成

28
年
の
制
度
開
始
か
ら
９
年
間
に
わ
た
り
、
市
民

に
大
き
な
不
利
益
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
「
大
分

都
市
広
域
圏
」
は
、
総
工
費
９
１
７
億
円
の
最
新

設
備
の
「
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
」
つ
ま
り
「
新

環
境
セ
ン
タ
ー
」
が
大
分
市
を
核
に
竹
田
、
由
布

院
、豊
後
大
野
市
、臼
杵
、津
久
見
の
６
市
で
建
設・

完
成
も
間
近
で
あ
る
。
佐
伯
市
の
現
状
を
問
う
。

	

　
消
極
的
だ
っ
た
が
、
大
分
広
域
圏
の
方
に
加
入

す
る
形
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
回
第
三
期
ビ

ジ
ョ
ン
作
成
の
た
め
、
ぜ
ひ
加
入
さ
せ
て
ほ
し
い

と
、
強
烈
に
申
し
上
げ
、
大
分
市
か
ら
も
良
い
返

事
を
受
け
た
。
ま
た
、「
新
環
境
セ
ン
タ
ー
」
に

加
入
の
暁
に
は
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
部
会

や
環
境
部
会
の
組
織
も
あ
る
。
情
報
収
集
と
か
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
努
め
て
い
く
。

問答

河
野
　
和
史

井
上
　
清
三

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で

行
政
区
は
再
編
す
る
の
？

市
民
の
た
め
に
「
大
分

都
市
広
域
圏
加
入
は
」

	

　
市
内
の
公
共
交
通
は
こ
こ
10
年
で
ど
う
変
化
し

た
の
か
。

	

　
こ
れ
ま
で
山
間
部
の
弥
生
、
本
匠
、
直
川
地
域

で
は
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
予
約
に
応
じ
て
運
行

す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
へ
と
変
更
し
た
。
運
賃
は
地

域
内
で
の
不
公
平
感
を
な
く
す
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
距
離
に
応
じ
た
運
賃
を
見
直
し
、
旧
町
村
単
位

を
基
本
と
し
た
独
自
の
エ
リ
ア
運
賃
制
を
導
入
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
同
じ
エ
リ
ア
内
で
あ
れ
ば
ど
こ

ま
で
乗
っ
て
も
運
賃
は
均
一
と
な
る
。
そ
し
て
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ
の

割
引
料
金
も
設
け
、
誰
で
も
利
用
し
や
す
い
制
度

を
整
え
た
。

	

　
令
和
３
年
に
乗
客
が
少
な
か
っ
た
た
め
廃
線
と

な
っ
た
野
崎
線
だ
が
、
現
在
は
交
通
弱
者
が
増
え

て
い
る
が
復
活
は
あ
る
の
か
。

	

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
野
崎
地
区
の
み
な
ら
ず
市

内
地
域
で
も
、
同
様
の
要
望
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
今
後
も
路
線
の
設
定
の
改
善
等
に
つ

い
て
は
、
各
地
域
の
利
用
見
込
み
や
必
要
性
、
利

用
者
の
声
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
、佐
伯
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、

慎
重
に
進
め
て
い
く
。

問答問答

脇
坂
　
豊

交
通
弱
者
を
救
え
！

野
崎
線
復
活
を
！
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番
匠
川
の
河
口
付
近
の
堤
防
整
備
の
防
災
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

	

　
佐
伯
市
と
し
て
も
、
蛇
崎
地
区
の
堤
防
耐
震
対
策

に
つ
い
て
、
令
和
６
年
に
国
土
交
通
省
宛
て
の
要
望

書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
対
策
工
事
の

早
期
完
成
を
国
土
交
通
省
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

	

　
離
岸
堤
の
整
備
に
つ
い
て
国
・
県
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

	

　
上
浦
地
区
の
福
泊
漁
港
海
岸
に
お
い
て
、
国
・
県
と
の

協
議
を
行
い
、
水
産
庁
所
管
の
補
助
事
業
に
よ
り
令
和
５

年
度
に
着
手
し
、
継
続
し
て
離
岸
堤
を
整
備
し
て
い
る
。

整
備
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
管
内
の
漁

港
・
海
岸
事
業
の
緊
急
性
や
優
先
度
を
勘
案
し
な
が
ら
、

国
・
県
と
連
携
し
、
今
後
も
各
地
域
の
高
潮
対
策
等
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
予
算
確
保
に
努
め
て
い
く
。

	

　
弥
生
江
良
石
内
区
の
戊
申
た
め
池
の
排
水
設

備
、
市
道
溜
池
線
の
道
路
補
修
、
転
落
防
止
柵
の

設
置
な
ど
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

	

　
対
策
と
し
て
、
事
前
に
池
の
水
を
放
水
し
常
時
よ
り

低
い
水
位
で
管
理
す
る
方
法
を
、
今
年
の
５
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、市
道
溜
池
線
は
、要
望
を
受
け
て
、

損
傷
の
激
し
い
舗
装
箇
所
の
補
修
を
実
施
し
て
い
る
。
戊

申
た
め
池
及
び
市
道
溜
池
線
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引

き
続
き
地
区
及
び
関
係
者
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
住

民
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

問答問答問答

	

　
観
光
施
設
・
公
園
等
の
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に

関
し
て
、
便
座
除
菌
ク
リ
ー
ナ
ー
用
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
の
設
置
を
望
む
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。
ト

イ
レ
環
境
の
充
実
の
た
め
に
、
全
て
の
施
設
の
ト

イ
レ
に
便
座
除
菌
ク
リ
ー
ナ
ー
用
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
費
用
面
や
維
持
管
理

上
の
課
題
は
あ
る
と
は
思
う
が
、
ま
ず
、
総
合
運

動
公
園
遊
具
広
場
横
の
ト
イ
レ
に
設
置
し
て
、
調

査・研
究
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を
問
う
。

	

　
総
合
運
動
公
園
内
の
ト
イ
レ
だ
け
で
１
０
０
か

所
の
洋
式
ト
イ
レ
が
あ
る
。
便
座
除
菌
ク
リ
ー

ナ
ー
用
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
を
全
て
の
ト
イ
レ
に
設

置
す
る
こ
と
は
厳
し
い
が
、
ま
ず
は
、
遊
具
広
場

横
の
ト
イ
レ
内
、
男
女
・
多
目
的
ト
イ
レ
を
合
わ

せ
て
５
か
所
の
洋
式
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
。

問答

	

　
今
の
子
ど
も
た
ち
や
学
校
を
取
り
巻
く
課
題
に

つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い

る
の
か
。

	

　

現
在
の
教
育
現
場
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

特
別
支
援
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
数
の
増
加
や

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
ま

た
、
教
員
の
長
時
間
勤
務
に
よ
る
疲
弊
や
教
員
不

足
の
深
刻
化
、
学
校
施
設
の
整
備
や
学
校
統
廃
合

等
の
ハ
ー
ド
面
の
課
題
に
も
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
、
少
子
化
が
進
む
中
、
学
校
教
育
の
維
持
と
そ

の
質
の
保
証
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

	

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
、ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

	

　
児
童
生
徒
が
「
明
日
も
行
き
た
い
！
」
と
思
え

る
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
小

中
一
貫
教
育
や
校
内
登
校
支
援
ル
ー
ム
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
な
ど
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、今
後
は
、自
己
肯
定
感
の
向
上
を
め
ざ
し
、

小
中
学
校
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

と
人
間
性
を
育
成
す
る「
表
現
教
育
」を
推
進
し
、

演
劇
的
手
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
進
め
る
。
ま

た
、
本
年
度
中
に
全
中
学
校
の
特
別
教
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
。
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
に
ゆ
と

り
あ
る
学
校
生
活
や
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
資

す
る
二
学
期
制
導
入
の
検
討
や
、
学
校
統
廃
合
に

向
け
た
検
討
に
も
着
手
す
る
。

問答問答

佐
藤
　
元

本
杉
　
貴
志

森
川
　
寿
子

各
地
域
の
防
災
対
策
に

つ
い
て
問
う

ト
イ
レ
環
境
の
充
実
に

つ
い
て

冨
髙
市
長
の
め
ざ
す

教
育
の
方
向
性
は
？

▲ 総合運動公園遊具広場横トイレ
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番
匠
河
口
橋
の
建
設
は
、
市
町
村
合
併
時
の
大

分
県
と
の
協
議
事
項
で
あ
る
。
20
年
が
経
過
し
た

今
日
、
検
討
協
議
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
問
う
。

	

　
大
分
県
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
番
匠
川
河
口

橋
建
設
推
進
期
成
会
と
連
携
し
た
要
望
活
動
が
中

心
で
あ
り
、
着
手
に
つ
い
て
は
、
見
込
み
が
立
っ

て
い
な
い
旨
回
答
を
得
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

	

　
随
分
時
間
が
経
っ
て
い
る
が
、
全
く
進
ん
で
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
合
併
協
議
会
で
１
市
５
町
３

村
の
市
町
村
長
が
調
印
し
、
合
併
後
に
は
佐
伯
か

ら
灘
に
橋
を
架
け
よ
う
と
言
っ
た
以
上
は
架
け
る

の
が
本
当
で
は
な
い
か
。
市
長
の
心
得
を
問
う
。

	

　
こ
れ
ま
で
も
実
現
に
向
け
て
努
力
を
し
て
き
た

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
や
、
今
ま
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
部
長
答
弁
の
と
お

り
だ
が
、
で
き
る
限
り
の
要
望
活
動
を
私
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
議
員
の
皆
様
に
も

御
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問答問答

	

　
車
主
役
の
街
路
空
間
を
、
人
中
心
の
空
間
に
転

換
し
、
居
心
地
が
良
く
、
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ

く
り
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ち
な
か
の

回
遊
を
促
し
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
偶
然
の
出
会
い

や
気
づ
き
を
生
み
、
街
路
で
の
交
流
は
、
ま
ち
に

活
力
と
賑
わ
い
を
生
み
出
す
。

　
　
　
安
全
で
快
適
に
滞
在
で
き
る
人
中
心
の
街
路

空
間
づ
く
り
と
し
て
、
市
街
地
の
主
要
道
路
の
歩

道
部
分
を
計
画
的
に
拡
幅
で
き
な
い
か
。

	

　
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
最
大
限
の
工
夫
を
凝
ら

し
、市
民
が
快
適
に
歩
け
る
環
境
整
備
に
努
め
る
。

旧
三
余
館
か
ら
山
際
史
跡
広
場
ま
で
の
市
道
は
、

エ
リ
ア
全
体
の
整
備
を
検
討
す
る
中
で
、
歩
道
拡

張
も
含
め
、
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

	

　
ベ
ン
チ
は
歩
行
距
離
を
伸
ば
し
、
街
路
を
通
り

す
ぎ
る
場
所
か
ら
滞
在
す
る
居
場
所
に
変
え
る
。

人
と
の
交
流
は
消
費
へ
と
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
加
は
、
健
康
度
や
幸
福
度
を
向

上
さ
せ
る
。
一
口
５
万
円
な
ど
の
寄
附
制
度
を
設

け
な
が
ら
、
ま
ち
に
ベ
ン
チ
を
増
や
せ
な
い
か
。

	

　
ベ
ン
チ
の
設
置
は
、
様
々
な
利
点
が
あ
る
。
設

置
に
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、
管
理
、
安
全
確
保
が

重
要
で
あ
る
。
公
共
用
地
を
中
心
に
候
補
地
を
選

定
し
た
い
。
寄
附
制
度
は
費
用
負
担
の
方
法
と
し

て
、
参
考
に
し
た
い
。

問答問答

	

　
特
別
支
援
教
育
の
教
育
内
容
と
環
境
整
備
に
つ

い
て
、
市
の
教
育
現
場
で
は
、
特
別
支
援
児
童
の

特
性
を
前
向
き
に
捉
え
、
多
様
な
学
び
方
を
保
障

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
る
か
。

	

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
個
別
の
指

導
計
画
」「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」
を
作
成
・

活
用
し
、
障
が
い
が
学
び
や
学
校
生
活
に
影
響
し

な
い
よ
う
に
合
理
的
配
慮
を
可
能
な
範
囲
で
提
供

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
日
の
予
定
が
把
握
で
き

に
く
い
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
見
通
し
が
立
つ
よ

う
に
そ
の
日
の
予
定
を
カ
ー
ド
や
表
に
し
た
り
、

周
り
の
刺
激
に
敏
感
な
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
仕

切
り
の
あ
る
机
を
用
意
し
た
り
教
室
内
掲
示
を
少

な
く
す
る
な
ど
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

視
覚
優
位
の
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
写
真
や
絵
を

使
っ
て
説
明
を
す
る
な
ど
、
個
々
の
子
ど
も
の
特

性
に
合
わ
せ
て
教
材
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

	

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て
問
う
。

	

　
特
別
支
援
学
級
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
意
識

は
、
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
学

校
に
お
い
て
、
保
護
者
に
対
し
て
特
別
支
援
学
級

の
在
り
方
や
重
要
性
の
啓
発
を
続
け
て
き
た
こ
と

や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
理

解
す
る
道
徳
教
育
や
人
権
教
育
を
重
ね
て
き
た
成

果
で
あ
る
と
考
え
る
。

問答問答

三
浦
　
渉

大
野
　
達
也

塩
月
　
将
登

番
匠
河
口
橋
に
つ
い
て

問
う

歩
き
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り
を

特
別
支
援
教
育
に

つ
い
て
問
う
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運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
は
ど
の
よ
う

な
手
順
・
過
程
を
経
て
行
な
わ
れ
る
の
か
。

	

　
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
は
、
佐
伯
市

地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
実
績
な
ど

分
析
し
、
優
先
順
位
を
設
定
し
、
よ
り
効
率
的
で

使
い
や
す
い
運
行
体
制
へ
と
再
編
し
て
い
く
。

　
　
　

再
編
案
は
、
地
域
の
皆
様
へ
住
民
説
明
会
や

関
係
機
関
と
の
丁
寧
な
調
整
を
経
て
、
佐
伯
市
公

共
交
通
会
議
で
の
承
認
を
得
た
上
で
、
運
輸
支
局

や
県
へ
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
く
。

	

　
見
直
し
に
当
た
っ
て
、
市
民
意
見
は
ど
の
よ
う

に
把
握
す
る
の
か
。
ま
た
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

意
見
が
出
さ
れ
た
か
。

	

　
市
民
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
意
見
は
、
各
地
域

で
の
説
明
会
や
、
市
民
の
窓
に
寄
せ
ら
れ
る
問
い

合
わ
せ
メ
ー
ル
、
電
話
、
窓
口
へ
の
直
接
の
御
意

見
、地
区
か
ら
の
要
望
を
通
じ
て
把
握
し
て
い
る
。

　
　
　

特
に
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
市

内
の
高
校
に
協
力
い
た
だ
き
、
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
利
用
状
況
を
よ
り
正
確
に
把

握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
　
　

市
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
な
見
直
し

と
改
善
を
重
ね
て
い
く
。

問答問答

	

　
数
年
前
か
ら
、各
地
の
観
光
地
に
お
い
て
、「
地

名
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
が
一
つ
の

観
光
資
源
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
こ
う
し
た
”映
え
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
“
は
、

「
来
た
」「
撮
っ
た
」「
共
有
し
た
い
」
と
い
う
観

光
心
理
を
う
ま
く
刺
激
し
、
知
名
度
向
上
や
誘
客

の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
佐
伯
市
に
お
い
て
も
、
港
・
海
岸
・
道
の
駅

な
ど
に
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
」
な
ど
の
地
名
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
設
置
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
の
写
真
ス

ポ
ッ
ト
・
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

	
　
地
名
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
近
年
、
多
く
の
観
光

地
で
設
置
さ
れ
、
観
光
客
が
写
真
を
撮
り
、
そ
れ

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
投
稿
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
と
し

て
の
魅
力
を
高
め
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
強
調
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
観
光
施
設
な
ど

に
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
」
の
地
名
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
置

く
こ
と
は
、
地
域
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
誘
客

に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
現
時
点
で

の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
は
他
の
自

治
体
で
の
活
用
事
例
な

ど
が
、
本
市
で
も
有
効

な
の
か
を
探
っ
て
い
き

た
い
。

問答

廣
津
留
　
龍
二

染
矢
　
和
陽

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
？

地
名
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

設
置
は
ど
う
で
す
か
？

▲ 千葉県夷隅郡御宿町

第 15 回 議会報告会を行います 予 告
　2年かけてコミュニティセンター及び地区公民館を基礎とした全 19地域に伺います。
　※詳細については次号でお知らせします。

日　時 会　場
11月　8　日（土）午前 ９ 時 30分～ 11時 00分 鶴見地域コミュニティセンター
11月　8　日（土）午後 １ 時 00分～ ２ 時 30分 上堅田地域コミュニティセンター
11月　8　日（土）午後 ３ 時 30分～ ５ 時 00分 八幡地域コミュニティセンター
11月 10日（月）午後 ７ 時 00分～ ８ 時 30分 鶴岡地区公民館
11月 11日（火）午後 ７ 時 00分～ ８ 時 30分 佐伯地区公民館
11月 12日（水）午後 ７ 時 00分～ ８ 時 30分 下堅田地域コミュニティセンター
11月 14日（金）午前 10時 00分～ 11時 30分 直川地域コミュニティセンター
11月 14日（金）午後 ２ 時 00分～ ３ 時 30分 弥生地域コミュニティセンター
11月 15日（土）午前 10時 00分～ 11時 30分 渡町台地域コミュニティセンター
11月 15日（土）午後 ２ 時 00分～ ３ 時 30分 蒲江地域コミュニティセンター河内分館
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さ
い
き
市
議
会
だ
よ
り
 N
o.82　

令
和
７
年
８
月
１
日

 編
集
  広
報
委
員
会

 印
刷
   南
郡
印
刷 本会議等の録

画映像などは
市議会のＨＰ
で公開してい
ます。

９月２日（火）～９月25日（木）まで開催予定です。
（一般質問は9月9日～12日の４日間の予定です。）

次の議会
定例会は

No.82
令和7年8月

★ 市議会は、受付の名簿に氏名等を記入するだけで傍聴できます。お気軽にお越しください。
★ 市議会に関する情報は佐伯市のホームページから閲覧できます。 佐伯市議会 検索

題字は佐伯豊南高校３年生の
作品です。

６月定例会は６月10日から７月２日までの23日間の会期で開催されました。  Instagram
（インスタグラム）
 ２次元コード

 Ｘ（エックス）
※旧ツイッター
　２次元コード

YouTube
チャンネル
２次元コード

　
５
月
28
日
議
員
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

㈱
廣
瀬
行
政
研
究
所

代
表
の
廣
瀨
和
彦
氏

を
講
師
に
お
迎
え

し
、「
議
会
、
議
員
の

権
限
に
つ
い
て
」、

「
質
問
・
質
疑
の
効

果
的
な
手
法
」
を
テ
ー

マ
に
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
後
の
議
会
活
動

に
役
立
つ
学
び
の
多

い
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
6
月
3
日
、
塩
月

健
治
議
長
か
ら
公
募

に
よ
り
選
任
さ
れ
た

市
議
会
モ
ニ
タ
ー
（
一

般
モ
ニ
タ
ー
）
へ
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
制

度
は
、
議
会
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、

議
会
運
営
に
対
す
る

提
言
や
御
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
議
会
の
見
え
る

化
や
、
議
会
活
動
の

改
善
等
を
図
る
も
の

で
す
。

議
員
研
修
会
を

開
催

議
会
モ
ニ
タ
ー

委
嘱
式

　佐伯豊南高校書道部は３年生、２年生の少人数で
高文連主催の大会や書道パフォーマンスの練習に
励んでいます。
　書道を通して地域に貢献できるよう、これからも
日々の練習を大切に精進いたします。
　よろしくお願い致します。

豊南高校書道部 ３年
　　

大友美夢さん
  　　　

大石歩香さん　　森田虹羽さん

おおとも み  ゆ

おおいしあゆ か もり た にじ は

佐伯豊南高校の書道部の皆さん

表紙の題字の作成者

議会活動を情報発信しています大切な海、

ずっと大切にできる

未来へ

Beach Clean
in

元猿海岸

佐伯豊南高校書道部
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